
No 講座名 趣旨 提案者

1 子育て支援が求められる背景

2 子育て支援に関する制度と支援サービスのあり方

3 子育て支援の実際（妊娠期からの支援）

4 子育て支援の実際（こども食堂の取組）　　等

1 まちづくりとは

2 まちづくりの実際

3 行政の課題としてのまちづくり

4 住民主体のまちづくりとは

5 街並み保全と継承

6 まちづくりと交通システム

1 認知症とは何か

2 認知症とは何か

3 認知症とは何か

4 当事者とともに発信

5 認知症の人と家族の会

6 脳活性化で進行抑制

7 認知症の人と地域

8 若年性認知症の早期対応

9 当事者が語る

10 総括

1 ロシア語の歴史と社会

2 ロシア語の文字　　　等

1 学び方導入　参加者ディスカッション

2 良寛の人生　幼年～青年

3 良寛の人生　青年～壮年

4 良寛の人生　老年～晩年

5 作品鑑賞　スライド

6 作品鑑賞　スライド

7 作品鑑賞　スライド

8 県内ゆかりの地　探訪

9 県内ゆかりの地　探訪

10 まとめ　参加者ディスカッション

1 産直４０年とこれから

2 自然栽培などの新しい農業-1

3 自然栽培などの新しい農業-２

4 様々な農法とその楽しさ

5 お日さま日曜市のマーケット戦略

6 レストランバスの挑戦

7 農と食育

8 SDGｓと食

9 農の持続性と協同組合

10 農村と都市をつなぐエネルギー生産

11 農を核とした地域自給圏

テーマ

子育てのしやすい社会に向けて、ど
のような支援が求められているの
か、地域の皆さんと考える機会にし
たい

（男性に向けても受講しやすが伝わ
るとよいのではないでしょうか？）
（田中）

農と食で地域をプロデュース
農業基地としての新潟を明るく元気
に創造する。
食と健康、農産物流通、地域づくり

粟生田委員

阿曽委員

長谷川委員

ロシア語から見るロシアと文化
隣国ロシアについてロシア語という
視点から学ぶ

「良寛」の生き方を知り、学ぶ

市井の人々の生活に溶け込みなが
ら寺を持たぬ僧として一人生き、何
物にもとらわれない独自の書や詩
の世界に到達した「良寛の生き方を
知り、学ぶことで、よりよい人間関係
や生き方を見つめ直す機会とする。

※できれば20～50代くらいの社会
人を対象にしたい。

田中委員

認知症とともに
「なりたくない病気」１位とされる認
知症への偏見を払い、支え合う地
域社会について学ぶ

　　　　　平成31年度（第25期）市民大学前期講座プログラム（案）一覧

①

②

③

④

⑤

⑥

現代の子育て支援を考える

まちづくり入門 まちづくりの意味や意義、問題等

角張委員

角張委員
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No 講座名 趣旨 提案者テーマ

1 新潟の日本酒

2 日本酒の醸造

3 酒蔵の空間

4 新たな日本酒ブランドの築き

5 健康とお酒

6 海外輸出への挑戦

7 日本酒と食

1 新潟の産業

2 生活空間を見つめた展開

3 地場産業の展開（金属加工）

4 新潟発　グットデザイン

5 伝統産業の挑戦

6 ブランド立案

7 食文化の新たな提示

1 総論：多文化共生社会の形成

2 県内唯一の外国人学校：新潟朝鮮初中級学校

3 増加する外国人労働者（外国人研修生・技能実習生の
処遇）

4 インバウンドの現状と課題

5 国際理解教育とは

6 県内の各種学校における国際理解教育の実践①

7 県内の各種学校における国際理解教育の実践②

1 阿賀野川の川業（漁業、川砂利、船頭、筏流し）

2 阿賀野川のサケ漁

3 阿賀野川の舟運

4 阿賀野川とさまざまな橋

5 阿賀野川と小阿賀野川（こあがのがわ）

6 阿賀野川と沢海床固（そうみとこがため）

7 阿賀野川と絵画・文学

8 阿賀野川と新潟水俣病

9 阿賀野川と映画「阿賀に生きる」　映画鑑賞

10 現在の阿賀野川　　未来への課題など

（ぜひどこかの項目で、文化財保護法についてもふれ
ていただきたい。）(田中）

1 文化財学とは

2 埋蔵文化財を守る

3 文化財に災害痕跡を読む

4 建築と文化財

5 文化財保護とまちづくり

6 天然記念物と文化財

7 博物館と文化財

山田委員

阿賀野川を振り返る

多くの人にとって恵の源としても克
服すべき対象としても、今よりもっと
身近な存在であった時代の阿賀野
川について具体事例や分野ごとに
学び、これからどう向き合っていくか
を考えなおす機会とする。

田中委員

文化財学入門

新潟の国際化と多文化共生

新潟の国際化の歴史と現状、課題
を多角的に検証することを通じて、
国籍や民族などの異なる人々が、
互いの文化的違いを認め合い対等
な関係を構築しながら、地域社会の
構成員として共に生きる「多文化共
生社会」という、これからの新潟の
あり方について考える。

新潟日本酒学

日本酒と地域の関係、日本酒の醸
造について、新たな日本酒ブランド
の築き、健康とお酒等、市民に親し
みがある新潟のお酒について深く
考えてみましょう。

橋本委員

地域ブランドの挑戦
新潟から展開したビジネスモデルの
物語

文化財の保護、文化財からわかる
ことなど、さまざまな角度から文化
財を学びます。

（副専攻科目　文化財学入門をアレ
ンジ？　講義科目から、文化財自体
の内容ではなく、どう保護するかな
どのテーマを取り上げています）

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪ 長谷川委員

橋本委員
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No 講座名 趣旨 提案者テーマ

1 新潟ワインコースト

2 クラフトビール

3 日本酒の醸造

4 日本酒学

5 あまさけ

6 魚沼の里の戦略

7 日本酒を世界に発信

8 日本酒・ワインと食

9 ガストロノミーツーリズム

10 新潟・庄内デスティネーションキャンペーン

1 新潟育ち、表現者の潮流

2 新潟の漫画・アニメクリエーター

3 コンテンポラリーダンス

4 障がい者アート

新潟の現代アート・サブカル
チャー

5 にいがたアニメ・マンガフェスティバル

国民文化祭連動企画① 6 ローカルアイドル

7 グラフィックデザイン亀倉雄策

8 鼓童

9 古浄瑠璃

10 建築家前川国男

1 小川未明

2 坂口安吾

3 會津八一

4 堀口大學

新潟の文学者たち 5 西脇順三郎

国民文化祭連動企画② 6 宮柊二

7 鈴木牧之

8 相馬御風

9 新井満

10 藤沢周

1 小林古径

2 土田麦僊

3 横山操

4 亀倉雄策

新潟の芸術家たち 5 天田昭次

国民文化祭連動企画③ 6 佐々木象堂

7 三浦小平二

8 蕗谷虹児

9 伊藤赤水

10 宮田亮平

阿曽委員

⑫

⑬

⑭

⑮

新潟の美酒・美食
新潟の風土が生んだ多様な酒、
マリアージュする食の楽しみを学ぶ

阿曽委員

阿曽委員
新潟で育った表現者、新たなサブカ
ルの楽しさを学ぶ

阿曽委員県内出身の文学者について学ぶ

県内出身の美術家について学ぶ
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No 講座名 趣旨 提案者テーマ

1 新潟芸妓の歴史

2 芸妓を育む組織の歩み

新潟芸妓の伝統 3 芸妓の芸を楽しむ施設

　　（料亭等）

（市民提案応募講座で関連の
講座が選出された時は廃案）

4 新潟市の文化として保存・活用して行く方向性

1 成人病、生活習慣病からメタボリックシンドロームへの
歩み

2 糖尿病・糖尿病性腎臓病ＤＫＤ

3 高血圧症・慢性腎臓病ＣＫＤ

4 脂質異常症

5 肥満と痩せ

6 飲酒と喫煙

7 グルメと栄養

8 運動と休養

9 かかりつけ医と健康診断・人間ドック

10 みんなで考えよう「１００歳長寿」（自由討論）

1 脳の働き

2 視覚

3 聴覚

4 味覚

5 嗅覚

6 触覚

7 脳を鍛える

1 疾患の概要（発症機序、診断等）

2 治療と疾患予後

3 疾患の予防

1 食事による健康維持のための方策

2 健康維持のためのスポーツの活用

3 アスリート育成のための食事管理

4 成人病、生活習慣病に対する食事管理

食事・運動・休養により健康寿
命を延ばす

日本人の平均余命は、男女とも世
界のトップレベルにある。しかし、元
気に日常生活を送ることが出来る
健康寿命は、10年短い現実があ
る。健康寿命は平均余命に近づけ
ること、その鍵が食事、運動、休養
にあることは誰もが知っているが、
実行は難しい。この機会に、改めて
生活習慣の改善を考えてみたい。

講座コーディネーター：
新潟大学保健管理センター所長
鈴木芳樹　教授

新潟大学大学院機能分子医学寄
付講座
齋藤亮彦　教授

荒川学長

追手委員

⑲

⑳

⑯

⑰

⑱

港街新潟の芸妓の歴史と伝統の概
要を   紹介・宣伝する

健康とスポーツ
健康維持のための食事管理とス
ポーツの活用

追手委員

脳のしくみ
脳の働き、機能を分解しながら、
様々な    ジャンルから

橋本委員

生活習慣病の概要とその対策
高血圧症、糖尿病などの疾患の概
要と治療・予防の現況

追手委員
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